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1 はじめに
近年, 対話型ロボットの技術進歩は目まぐるしいものがあり,

その社会進出もまた著しい. しかし現状, それらのロボットの対
話様式は誰に対しても同じである. 能動的に話し方を変えると
いった人間らしいふるまいを実現するために, 分人という概念の
適用がいくつか研究されてきた. 河村らの強化学習を用いた分人
モデル [1]などの先行研究では, 計算機シミュレーションで性能
評価を行うまでに留まっており, かつそれらは学習に時間のかか
る手法を採用している.

そこで本研究では, 対話型ロボットに分人モデルを実装する
ことで, 実際の対話でも実用性のある手法であることを示す. さ
らに, ロボット実機はリアルタイムで動作を行う必要があるの
で, 高速で学習を行えるガウス過程を使用した分人モデルも提案
する.

2 分人
本研究における分人とは, 個人が対面する人間ごとに異なるふ

るまいをするという概念であり, 平野敬一郎氏によって提唱され
たものである [2] . 不特定多数の人とコミュニケーション可能な
汎用性の高い「社会的な分人」, そこからより狭い特定のカテゴ
リーに限定された「特定グループ向けの分人」, そこからさらに
狭い個人のカテゴリーに限定された「特定個人向けの分人」の 3

つである. これらの 3種類のうち, 本研究では「特定個人向けの
分人」のみを扱う.

3 ガウス過程
ガウス過程とは, ある入力 x に対する出力 y を予測する関数

を, 多変量ガウス分布から生成する方法であり, 回帰問題や分類
問題などに適用することができる [3] . 本研究でガウス過程を使
用する理由は処理時間の速さである. 従来のニューラルネット
ワークでは, 追加学習の際に膨大な時間がかかる再学習を必要と
するが, リアルタイム性が求められる対話ロボットでガウス過程
を用いることで実機での動作も行いやすくなると考える.

4 提案システム
本研究では図１に示す実機での分人モデルを提案する.

図 1 実機での分人モデルの流れ

具体的には, ロボットのセンサーから得られる画像情報と音声
情報をもとに, ロボット内で処理を完結する分人モデルを提案す
る. 全体として必要な要素は認識部 (顔認識, 音声認識)と処理部
(形態素解析, 文字列の数値化, 分類器生成)の 2つに分けられる.

顔認識では既知の人間の判別を行い, 特定個人向けの分人を
認識する. 音声認識では対話を行い, その音声データをテキス
トデータに変換する. 次に, 生成したテキストデータの前処理
を行う. 形態素解析には Janome を用い, 文字列の数値化には
Word2vecを用いる. 最後の分類処理にはガウス過程を用い, 出
力結果から, 正しく分類されているか評価を行う.

5 実機実験
ヒューマノイドロボット”NAO”を用いて実装を行なった.

NAOのカメラ, マイクで顔認識, 音声認識を行う (図 2).

図 2 実験風景：顔認識, 音声認識

図 3 ガウス過程による分類結果

ガウス過程による分類は図 3のようになった. 青点, 赤点はそ
れぞれ分人 A,Bへの質問に対する回答文の数値データをを示し
ている. 等高線は分人 A,B を分ける予測関数を表しており, 黄
色の曲線に近いほど分人 A の割合が大きく, 黒色の曲線に近い
ほど分人 B の割合が大きい関数であることを表している. この
結果は計算機シミュレーションで行なったものであり, 現時点で
は図１において形態素解析を NAO へ実装する部分までは完成
している.

6 おわりに
本研究では, 実機ロボットへの実装を指向した分人モデルを提
案した. そして提案システムをロボットに部分実装することがで
きた. 卒研発表会までには, 完全実装を目指す.
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